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　献血とは、病気の治療や手術などで輸血や血漿分画製
剤を必要としている患者さんのために、健康な人が自ら
の血液を無償で提供するボランティアです。
※輸血とは…赤血球、血小板などの機能が低下したり、量が減少
　した時に補充する治療法
※血漿分画製剤とは…結晶中に含まれる血液凝固因子、免疫グロ
　ブリン、アルブミンなどのたんぱく質を抽出、精製したもの

献血の種類
全血献血：血液中のすべての成分を献血する方法で
　　　　　す。400ml献血と200ml献血がありま
　　　　　す。採血時間は10～15分程度です。
成分献血：成分採血装置を使用して血小板や血漿と
　　　　　いった特定の成分だけを採血し、体内で
　　　　　回復に時間のかかる赤血球は再び体内に
　　　　　戻す方法です。身体への負担が軽いこと
　　　　　が特徴です。採血時間は40分～90分程
　　　　　度かかります（採血量や成分による）。
　献血によって体調を崩すことのないよう、健康状
態について慎重に確認したうえで献血をお願いして
います。

献血が必要な理由
　輸血に使用する血液は、まだ人工的に造ることが
できず、長期保存することもできません。献血者の

健康を守るため、１人当たりの年間の献血量には上
限があります。また、近年血漿分画製剤のひとつで
ある免疫グロブリン製剤の必要量が急激に増加して
いるため、１日当たり約13,000人の方に献血をご
協力いただく必要があります。
　日本国内では、少子高齢化等の影響により、主に
輸血を必要とする高齢者層が増加し、若い世代が減
少しています。10～30代の献血協力者数はこの10
年間で35％も減少しており、少子高齢化が今後ま
すます進んでいくと、血液の安定供給に支障をきた
す恐れがあります。
　今後も患者さんに血液を安定的に届けるためには、
若い世代の献血へのご理解とご協力が必要となりま
す。ご協力よろしくお願いします。

献血ルームご紹介
　四日市献血ルーム「サンセリテ」
　⇒四日市市安島１－３－31
　　近鉄四日市駅前
　　「トナリエ四日市」５階

【三重県赤十字血液センター：
https://www.bs.jrc.or.jp/
tkhr/mie/index.html

●発熱等の症状が生じた場合には、まずはか
かりつけ医等の地域で身近な医療機関に、
電話相談をする。

●かかりつけ医がない等、相談する医療機関
に迷う場合には、受診・相談センター
（土・日・祝日も対応）に相談する。
９時～21時は、桑名保健所（0594－24－
3619）へ、
21時～翌９時までは、三重県救急医療情
報センター（059－229－1199）へお問
い合わせください。
　インフルエンザに対する感染予防の方法
は、新型コロナウイルス感染症に対しても
有効ですので、正しい予防方法で、「かか
らない」「うつさない」と心がけましょう。
（三重県新型コロナウイルス感染症特設サ
イト：https://www.pref.mie.lg.jp/covid19.
shtm）

　これからの季節は、インフルエンザが流行する時期であり、今年は新型コロナウイルス感染症との同時流行も懸念さ
れています。

 
 

 

～新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザ同時流行に備えて～

「発熱等の症状のある方の相談・受診の流れ」

「はたちの献血」キャンペーンです！

かかりつけ医、身
近な医療機関を受診 案内された「診療・検査医療機関」を受診

９時～21時
桑名保健所
（0594－24－3619）
21時～９時
三重県救急医療情報センター
（059－229－1199） に相談

診療・検査が
可能

診療・検査が
できない

かかりつけ医、身近な医療機関
に相談

相談する医療機関がない

１ 月１ 日～ ２ 月 28日は１ 月１ 日～ ２ 月 28日は


